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1．緒　　　言

　手加工の木工作業における座式は，従来から学校教育

以外の木工作業現場において，広く採用されていた。今

でも，伝統的な産業における木工分野では，有効に幅広

く取り入れられて実施されている作業形態である。しか

し，近代化された木材加工産業界や，現代の学校教育，

職業教育の木工現場，さらに，日曜大工などの家庭にお

ける木工の場面でも，この座式はすっかり影を潜めてし

まい，立式が主流となっている。

　しかし，学校教育における木工を行なう実習室（技術

室）においては，生徒達に対しての面積が狭い。実習室

における生徒の落ち着きがない。工作台1台当りの生徒

数が多すぎる。などの学校教育特有の問題が数多く存在

している。そこで，これらの問題点の解決の一助になれ

はと考え，この旧式とも言える座式木工作業形態を，実

際に中学校，技術・家庭科の木材加工領域での実習授業

に導入し，その効果と問題点について検討を試みたので

報告する。

2．座式木工作業実施校と実施条件

座式木工作業を導入した学校及びその実施条件などに

＊島根大学教育学部技術研究室

ついて以下に示すが，それらと比較対照するために，文

部省管理局教育施設部が作製した，18学級程度の大規模

学校の立式を主体とした技術室の1例を示す。

　①実施校　島根大学教育学部附属中学校技術室（木工

　　　　　　室）

　②床面積　40．3㎡（木工機械の設置してある部分を除

　　　　　　いた，工作台のおいてある木床部分のみ）

　③生徒数　半学級の約20名

　④座式木工作業導入のきっかけ

　　　　　　立式工作台が古くなり，使用に耐えられな

　　　　　　くなり，設備更新の時期が来た。

　図1には文部省管理局教育施設部が作成した，18学級

程度の大規模学校の技術室の例を示すが，立式工作台の

置いてある木床部分の床面積は90㎡であり，1学級（生

徒数約40名）の実習授業の基準面積はこの値となる。従

って半学級では45㎡となる。

3．座式木工作業用具　式

　座式を導入するためには，立式の場合とは異なる用具

が必要となる。従って，次に挙げる用具を準備した。こ

れらの用具については，島根技能開発センターで使用さ

れているものを参考にして，業者に製作依頼して購入し

た。これらの用具の寸法と購入価格を示すと次のように

なる。また，参考までに座式工作台，木端削り台，工具

箱，座布団の実物を図2に示す。
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図1　文部省管理局教育施設部による立式用技術室の例1）

①座式工作台

　　　　価格

　　　　寸法

　　　　樹種

￥5，400

厚さ100㎜×幅200㎜x長さ1000㎜

クロマツ

図2　座式工作台，木端削り台，工具箱，座布団

　②木端削り台

　　　　　価格　￥1，950

　　　　　寸法　厚さ21㎜x幅200㎜×長さ850㎜

　　　　　樹種　ラワン

　③直角木口削り台

　　　　　価格　￥950

　　　　　寸法　厚さ21㎜×幅200㎜x長さ300㎜

樹種　ラワン

．④工具箱

⑤座布団

価格

寸法

樹種

寸法

￥2，800

厚さ85㎜×幅200㎜×長さ670㎜

ラワン

厚さ50㎜×幅570㎜×長さ620㎜

　　　　　（座布団については，島根技能開発センター

　　　　　より寄贈）

　座式と立式の経済性にっいて，次の観点から簡単に述

べる。立式工作台（椅子4個を含む）の平均的な価格を

￥120，OOOとすると，通常この立式工作台に4名の生徒が

使用するので，そこで，生徒1人当りの設備費は￥30，000

と工具箱を加えた￥32，800となる。これに対して，座式

の場合は前述の座式木工作業用具一式を合計した
￥11，i30となり，これらの金額を比較すると座式の場合

が立式の約％の設備費で済むことがわかる。

4．座式木工作業による実習風景

　図3～4には工作台の配列の写真を示す。工作台は5

～6台を4列に並べ，それぞれ向い会って，互い違いに

配列してある。教師は生徒のいない列の問を巡視しなが

ら指導，監督を行なう。工具箱は工作台の横に配置する。

　図5～8には，かんな削り作業の姿勢について示す。
　　　　　　　　　　　　かたひざたて　　りようあしまえ　　　　　　　こ
かんな削り作業の姿勢には，片膝立，両足前，正座，胡
ざ　　りようひざたて

座，両膝立などの姿勢が見られた。職業教育や産業界の

現場で行なわれている座式木工作業の標準的な姿勢は，
かたあしまえ

片足前と胡座とされている。

　図9には，木端削り作業の様子を示す。さらに，図

10～11には，直角木口削り台と木口削り作業の様子を示

す。

　図12～16には，各種ののこぎりびき作業の様子を示す。

両手びき，片手びきがそれぞれ可能であり，材料の固定

は工作台の当止めや足を使用して行なっている。しかし，

ほぞの縦びきは材料が短かい場合には，その材料の固定
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図3　工作台の配列（1）

製

図4　工作台の配列（2）

かんな削り作業の姿勢（1）

図7　かんな削り作業の姿勢（3）正座

図5 片膝立

図6　かんな削り作業の姿勢（2） 両足前

図8　かんな削り作業の姿勢（4）胡座

図9　木端削りとその姿勢（両膝立）

図10直角木口削り台




